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洋書輪入協会懇親旅行一熱梅

おまんじゅう、二子物、スッポン強精ド� 1)ンクの自立つ

駅前のお土産践のアーケードを抜け、友に曲って:s営の・

松まで下る落鐙の大きい坂道i立、雪の積る閉会であれば

絶好のスキー回転コースになる。海に追った温泉宿の裏

に屋根の低い小さな家が重なっていた。湯老議て錆び、た潟

泉のパイプがその脇を走っているが、年を経て草臥れた

色は単純にカメラに納めても再現されない。錯綜した配

管の極り、ハンドルを取り外された、あきらめに似たパ

ルプは絵になるのだが、ひと休みせず幹事は先を念、がね

ばならない。協会の柴殴さんがホテルてオ守っておられる

筈である。横断歩道橋を選ぶ以外に渡る方法の無い熱海

の海燦へ出たが、靴の中に砂が入る。鴬…の下駄でなけ

れば快適とはまがせない。焚に対して織綴な日本人が醜に

対して驚く穏の鈍感を結集して構成した温泉街であるが、

ネクタイを外し、浴衣で遊ぶに渡した都市デザインとも

云えるようだ。

熱海港の舟着念場でタクシ…を拾った。比主主まで来れ

ばアカオホテルまで僅かな距離の答であるが、残りは総

て急坂、頂の緒く絡いトンネルの中で率に接触しては楽

しい旅も主要になると、距離より安会を買った。

ホテルはロビーが17階で部慶も宴会場も浴場も踏襲の

数字が若いから、エレベータ…のボタンを押すのに一寸

f 

した戸惑いがあった。テニス組が着き、やがて� 6時15分。

開いたところヘゴルフ経が合流した。東東ブック

の鶴さんの連絡通りの時刻であった。近年、協会の旅行

の参加者が少いように云われるが、お座敷に事長然と主主ん

だお務を前に、一方を開いてJ三方を固めた主主ぴは三三十三

名、適切な人数で、あった。滋察長代理丸善の関根取締役

にご挨拶を頂く。

続麗どころのお酌でどール、瀬、ウイスキーのピッチ

が上がった。洋蓄を扱う一周であるから、外留旅行は常

のことであろうが、西欧各地では味えぬ議泉と浴衣の満

足度を充分に味った。カラオケの曲が参加者の年令相応

であったのは、このホテルの家族向診の趣向であろうかむ

各部屋の冷蔵庫はご持参のものを冷やして召上り下さい

という親切な配慮というが、中に� 1本のビールも無い2授

の状態は単身箪聞の一同には評判が悪かった。風呂から

上がって一杯の気分が味えぬ。幹事がき主戦の会計毒事務を

筒言葉化した陰謀ではないかと勘ぐられた始末。

波の音、松の枝振りと翠、ホテル周辺の景色がよい。

この旅行から帰宅した夜、テレどのミステリ…翻面にこ

のホテルの庭が写っていた。プロも写欲をそそられるア

ングjレが多いということであろう。
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理事会報告� 

5F.l14悶徐)

付� 4月分収支計算・予算対比表� 

5月8日働総務委災会での検討にもとづく祢殴俊二氏

{丸善〉の報告を滋認した。

同定時総 会

本日午後2時より学士会館{本郷}にて開催す

総会の議事遂行その他の運営について打ち合せ たe

治その他

5月26路樹

(一) 定時総会報告

事務局作成の1992年度定書李総会報告を、一部修正追加

しゑ認したロ

。委員会の編成毒事え

役員改選後の委員会の綴成替えにあたり、委員会組織

の改変その他について総務委員会に諮問寸ることにした。

同選挙管理委員会より、今後の役員選挙のあり方に関

速しで、現行の協会規約および役員選出規定の改訂への

録音蓄があったが、特別委良会を設けて審議することとし

た。

鶴その他�  

J諮IAへの手紙� 

19き1王手� 4月から19921手3月まで、に、世界各襲、� 41社よ

り49;1援の手紙がJBIAへ寄せられました。

地域別に見ると、アジア、アフリ;力、中近東、東欽な

ど発展途上の極々からの照会が呂立ち、出版物以外の高

品について等、見送はずれの内容のものもありますが、

各関各社の日本市場への進出をはかろうとするその熱心

さに、今日の世界情勢を援問見るような気がします。

内容告きには、例年と変わらず、そのほとんどが自社出

版物の宣伝とプロモ…ションのために、日本の配給会社

とのコンタクトを議むといったものですが、翻訳業者の

紹介を要求しているものや本の注文などの内容もありま

した。渓式と、特に今年度は、 ~I際ブックフェアの案内が

大使館より� 3件寄せられ、各震のlfj滋業界の

ブックフェアへの商法る期待を感じさせられました。� 
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これらの照会に対し、� JBIAI立、必要と恩われれば、折

り返しダイレクトリー、またはメンバーリストを送付し、

或いは関係筋をと紹介しますが、その後のことは全く関知

致しておりまそん。しかしながら、ただそれだけの対処

でも、ネットワークを持たない海外の小規模な出版社に

とっては、大変役立つ情報であるに違いない、と議憶し

ております。そういった家事長で、� JBIAは臼本での市場開

拓を目指す海外の出版社にとって、日本の窓口としての

役割を十分に来たしていると思いま� 

データ

笈出入の業種と手紙の主な内容

手紙の内容

研究機関….....・� ・....・� ・.5…アンケートなどH H

出版社・肥給会社・� ・・'.20…日本市場への進出H H

諒告会社....・� ・・....秘� ・・2…ミラノ・ロンドンにで関かH H H a

れるフ令ックフェアについて

大使館…・山・� ・・...・H ・...1…ニューデリーにで潟かれるH H

ブックフょにアについて

個人…~...，.，......…...・ ・.1…ナイジエリアより、希望すH

る本の入手方法について

出版物以外を取扱う海社…12

地域別

アジア� 6 

中近東� 6 

アフリカ� 11 

北米� 8 

中南米� 2 

西欧� 7 

東欧� 1 

{詳綴)

香港�  1 思� 1 日本�  1 

インド� 3パングラディシュ� 2ノfキスタン� 1 

イラン� 2 シリア 1ナイジエリア� 11 

アメリカ� 7 ウナダ 1プエルトリこJ 1 

コロンピア� 1 イギリス 4 ドイツ� 2 

イタリア� 1ハングリー� 1 

{渉外委員長山J11隆司)



洋書輪入譲 史明)�  

79 返品とクレジットの問題{前号よりの続き)� 

711.3 対策小委員会の発足

畷和� 35(1960)年� g月、輸出先への返品とこれに伴っ

るクレジットの処理に不備があると、滋産省より

指摘を受けたイゃにつき、業界として早速検討を始めた。� 

8月17日に、理事会メンバーはそれぞれ通関担当者会

伴って会合、クレジット発生の原因、現状の開題点など

をつぶさに検討、対策集が丸警の木下氏より出され、そ

として� 2つめ突を作製した。今後は通巌告書と折衝

を続けながら、笑行出来る案へと練り上げてい〈ことと

している。� 

9月に入ると、東京税関外郵出張所長より、外患雑誌、

の事後通闘の原員せを徹底して、ライセンスの期限 ~1 年

から� l年� 4ヵ月程延長し、該当外雑がすべて到策してか

ら通関手続きをすべきではないかという問題援怒があっ

た。

これらのこつの題嬉を総合し、検討を深めるため、対

策小委員会を設置することとし、� 9月の協会懇談会には、

東京税課の係宮6氏の出席を要議して、意晃の交換を

行っている。そして10月には、この懇談会で或程度の諒

毒物ぎ得られたと怒っていた外維のライセンス期限と事後

通襲の問題で、窓口で続々と番類が突き返されるなどの

ノ、プニングを交えながら、小委員会はこのニつの問題の

解決のため、通産省k東京税罷との折衝を続けた。� 

10月末には、「返品とクレジット」の問題と外題雑誌通

関の問題は切り離して処理することと決め、前者につい

ての対案は、 s 月の案~更に練ったものが丸善木下氏、

海外出版市川氏によって提出され、何度も小委員会、理

て検討して次第に具体化さFれていった。� 

79.4 返品とクレジットについての業界としての要望書

を作製、通産省へ提出

会合会重ねて検討した対策案は、これを要望書として

次のようにまとめ、壊事会及び小委員会でこれを携え、� 

11月8日に通産量後へ提出、輸入第一、二課と懇談、説明

と嬢?曹を行った。

洋書韓入協会顧問相喪獲明

警籍及び定期刊行物のクレジットに対し、現夜放ぴに

将来の取引事憶を犠々検討の結楽、下記の通り実施方御

ゑ認賜り皮く、御審議の穏御願い申し上げます。� 

(1) クレジット金額を、次回の注文による勘定と相殺す

る場合の外貨債権問収免除許可申請、立立ぴに標準外決済

許可申翁手続きを不要どする。� 

(2) 返品に対する処護は、税関と協議の上簡便な方法を

決める。

以上は申ナまでもなく、現行の法規から見ますとその

管理を会く廃止する精巣となりますが、以下御説号足取し

上げます漂白により、御諒解されますことを切望するも

のです。

餐籍及び定期刊行物については、クレジットの多くが

返品によって生ずるものでありますが、生じたクレジッ

トに対し発行さ手れる輸出者のクレジット・ノートは、

籍の欝際的な商習慣により、信用と将来に亘る継続取引

を前提とした場合のみ発行されるものであり、議入者に

とっては、クレジット・ノートを取得することによって

翰出者に対する貸勘定の確認となり、その勘定は次回の

注文により必ず相殺される欝慣となっております。

何故クレジットは相殺されなければならないかと取し

ますL 書籍の次のような特殊性によるものです。

イ.注文を出しでも米刊、品切、絶版のものがあり、送

料見積りが悶難なこと、又後述の新刊記本などにより、

送り状金額が推定出来ない。

ロ.ストックのためのもの、客注によるものなど、注文

が緩めて頻繁におる。

即ち、書籍の取引にも前主主会によりー闘の発送で輸入

が終るという単純なものも御座いますが、後払の方式に

よるもので、上記の様な状態の場合、輸出者は現物を郵便

で頻繁に発送し、送り状もその枚数が多くなります。

それらは契約により支払時期が務手異なりますが、多

数の送り状を一括した計算書を定期的に送付し、それに

対して送金するか、計算書を付した取立手形が撮り出さ

れます。部ち決済金額が確実に判明しないので、計雰書� 
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を入手するまでは輸入ゑ認証を取得出来ない場合が多い

訳です。従って、輸入ゑ総統を取得するときには、既に

次回の注文が出されており、現品も供給されつつあるの

で、事実上前四分の僚機は確笑に回収されている

られます。返品をした雲寺にクレジットは未払勘定か

し引き、返金されないのが関際的通例です。

クレジット より生じることは前述の通り

ですが、最近海外の出版社より委託販売とほ性質を奨に

した取引で返品を許容する提案が多く、これは新刊配本

と称するもので、新刊惑が発行される都度、輸入者側の

注文を受けることなく り決め部数を発送して、

れ残った場合は返品を認めるというものです。一晃委託

販売の如く患われますが、供給されたものは預り品では

なく輸入者の買取勘定に入るもので、新刊配本以外の主

体となる通常の注文があるため、返品に対しては、その

注文取引勘定からクレジットとして差し引く方法がとら

れる訳です。この方法は官庁、大学問書館等の需要者側

の新刊書を一刻も早く入手したいという希望を満たす上、

円滑に返本することによって外貨を節約する結果を得る

ことも出来ます。

その外、返品としては落了による交換のための返本、

又異取品を交渉により返品するなど委託品以外の高品を

滋品するという特殊な衝があり、更に各号毎に販売する

雑誌についても返品が認められているのは、内外を関わ

ず商習慣として行われておりま

輸入者にとって有利なこの方法が可能であれば、今後

の取引に相当の返品が予想され、その個々の金額は小額

でありますが、件数としては膨大なものになりますので、

取り扱いについて特別の御捻援を御願寺、取し上げる次第

です。

番絡については更に、返品のみならず次のようなクレ

ジットをきたずることがしばしばありま� 

(1) 落丁及ぴ破損品のクレ…ムに対し代替品がない時。� 

(2) 前払にて数種の本を注文し、一部分品切の時。� 

(3) 多数の本を注文し、特別割引が生じた時。� 

(4) 送り状数より到着数が不足し、出荷人に品切れの

船出荷人が送り状数より多く送衛し、到着後返品し

その送料出荷入持ちの待。� 

(6) 注文数より多く送附され、� a本態内の業者に転売

した本の錨格と送料を出清人持ちの時。� 

(7) 定期刊行物の中途解約(伊jえば隣刊)によるもの。� 

(8) 計算違いの送り状分に対してのクレジット。

以上概略を述べましたが、ょこれらあらゆるクレジット

を現行法規に従って取り扱うとすれば、平常の業務に支

障を来す煩雑が予想されますので、特別の御配慮綴額い

取しょげます。

改訂希望事項� 

(1) 昭和� 34年3月四日付滋E華街輸入注意事項第11号� 

( 34通局第471号)f轍入に伴う外貨債権の回収免除等の

許可について」 三、拐の� Bの事演は議籍および定期刊

行物については除外する。

知昭和�  35年� 4月288 fす輸出注意事項� 35第3号� 

( 35通第1873号)1の� (5) r取換え又は交換のため返送

されたる輸入貨物j の税関における輸出手続は構素fちす

る。{以上)

上記の要望書全文を長々と記録したのは、厳密に規定

りに解釈すればやらなければならない手続きを、あま

りにも微細な金額が多くて煩雑緩まりないために、潜っ

たままにしている現状を前提とし、爽際には規定と実情

とのかい離が甚だしく、規定通り笑織することは不可能

だということを叫びたいところを抑え、綿々と事情を述

べ、柔かに規定の改正(管理の撤廃)をゆし出ているこの

知って貰いたかったためである。� 

11月8自の懇談の後も、小委員会の検討、通産省との

折衝は続けられ、一応の展望を得ることが出来た。小委

これに基づき改正手続き案を作1)，� 12月7日にも

通産会撃を訪関して、折衝の関に提示された� f検潟lF寝返品

リスト� j めフォームなどを相談している。そして厄介な

「返品とクレジッわの問題にも一応の援護を持つこと

が出来たので、理事会としては、� 12月昔日に建築談会を開

催しこの経過を報告した。なおここまで到迷出米たのは、

通産省の笹山鳥氏を始めとする係官の理解と、問題解決へ

の意欲に力付けられた所が大きい。(続く)

言7 蕊

前号� (1992若手番湾奇子}第� s交に掲載の「書籍渓示の

会のおしらせj の期間が、砕き1年後半となっておりま

すが、これは政訟法議去の誤りでした。お詫ぴいたし

ます。
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続・私の洋書こぼれ話

…護学文獄ExcerptaMedicaのこと一 

195吉年だと怒うが ExcerptaMedica Foundationの 

Directorの Warren氏を迎えて、帝冨ホテルで盛火な歓

迎会を開いた。官邸先生、小)11先生、内村先生をはじめ

我田医学界の議潟権威をあつめた豪華な会合令あった。

其席上、同氏は“世界の臣学研究の暗黒の地域 (darkspot 

と去はれたように思う)はソ達、日本、中国のと闘であ

る。この中ソ速は、既に自分たちが紹介し始めている。

中爵は今後の分野で、今は日本の医学の紹介の番である。

日本は貴重重な多数の研究が発表されているに拘ら

の障碍のために後界の学界には知られていないものが多

ま、ExcerptaMedica I数あるのは残念に総えないお 

の協力によって Abstracts を作って頂いて、夫 ~i設界に

紹介することによって世界の医学界に貢献したい"と述

べた。夫に対し自分は“日本に科学、殊に医学が1820年

代に紹介され始めたが、文総介の恩人はオランダであっ

たが、今回はその紹介された科学医学の130年間の生授の

後の現状会言語の障碍をのりこえて、大量に世界に紹介

されることによって、持ぴオランダは日本の恩人になり

つつある"之に対し忽共は“すぐれた EditionalBoardを

構成し、よい Abstractを多数に送ることによって報い

たい"と挨拶した Editor簿の豪華なことについて又吉田

先生小川先生がよく外人に応援されたことについて  

Warren氏は喜んで・いた。 Abstractsof J apanese Medi-

cineが発行されると、 NationalScience Foundationか

ら同所の援助規定が各 Editorに送られ、夫によって、其

後研究助成金を受けられた向きもあるように聞いている。

兎に魚アメリカの医学界と我醸の医学界とが急に身近に

なったように忍われる。 

Japan Editional Board Iま1960-1968に約40，400の 

Medical AbstractをExcerpta謎edicaFoundation に

送った。

一第=次世界大戦後輸入再開の頃のこと一


1948か1949年頃と思うが、 11月22日の図番新聞に、
 

British Missionを通じて、英関幾の輸入が開始する旨の
 

記事があった。理事会でも大冬い問題になった。私共は


British Mission Iこ行 i 詳細をささ会員相互に連絡し
 

搬部工長講 鞠額際書房会長

合って翰入委の注文;の遼動をした。そのクリスマスに 

British Missionの Information Councillorの Vere 

Redman氏に何か ChristmasPres母ntを持って御宇しと挨

拶に行く予定だったが、ところが図らずもクリスマスの

朝、前夜我国の戦犯処刑が執行容れた旨ラジオで報道さ

れたので見合せ、翌年 1月7日Redman氏を訪問して御

礼を言上した。同日私i立、この日本への輸出を議会で強

力に主張された GeorgeA l1en and Unwinの President

の SirStanley Unwin 

料こ英露学82の後に、CulturalIsolation王手燭の10「“ 

術文獣を送る様議会でカ説し、夫を笑現させ、戦後いち

平く 8本人の渇望をいや 協力応援努力した  

Unwinに対し“You will be long remembered by us as 

a ben母factorof Japan at the critical moment of her 

cultural history" Jとしたものだった。 Unwin氏はアメリ

カ旅行中だったので大分あとで礼状が来た。当時の私は

西洋出版文化の援助なくして、我閣の将来がどうなるだ

ろうという心配が強〈頭のやを文臨していたので P廷b-

b知内  Weeklyにのっていたおpan部 ewithout Eng-

lish Books are missery....…いとか衡とかいって、日本

への審物の翰出の早急の実現を強繍した Unwi口氏の熱

強くうたれていたのだった。

米関からの輸入が出来るようになると、私は直に John 

Wiley & Sonsの Sulivan氏に発状して取引開始の申入

れと割引率の照会をした。折返し同氏から日本への取引

政策はまだ定まっていなしミから割引率の識は出来ないと

ってきたから、訟は直ちに日 話 ITIの政策

は GHQの政策に添うて Anti-MonopolyDoctrine及び

外欝為事撃に付いては割当政策 A l1ocatioれ PoIicyが実行

されている改になるべく多くの書窟に取引きを開放した

と思う旨述べたところ、復ぐに割引率を定め

て怒た。戦前とても取引きを許されなかった米閣の寄宿

ど漸く取引が出来るようになった。

又 Georgell Hardingから  Economic Journal の 

Back Numberをいくつも輸入したり Wildyから Law 

Reports1865-1940 605 V olsを輸入して極く安い65万円

で納入したりした。一つ話の様な安い僚段だった。 
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:一一|うちの会社|一一一一一一一

一音楽の世界で40年一

，うアカデミア・ミュージック株式会社� 

1947年(昭和22年)に「葵書房」の商号で東京の杉

並区で古書籍業としてスター卜した。ごたぶんにもれ

ず半分は竹の子生活を反映しての事でした。

創業者は平岩林氏で戦前、戦中はライプチッヒのグ

スターフ・フォック社(本誌「輸入協会史」の中にも

顔を出しています)で書籍を扱うことに慣れていたこ

とカすきっかけのようでした。

古書籍業の中でも楽譜を扱う書庖はなく評判を呼ん

で音楽の専門になっていた。

書籍の輸入が再開されてからは一気に専門化が進み� 

1952年(昭和27年)に中井喜代治氏と共にアカデミア

図書株式会社を設立、� 1973年(昭和38年)にアカデミ

ア・ミュージックとアカデミア洋書に分離独立して現

在にいたっています。

社名のとおり音楽(クラシック関係が中心で)の分

|海外ニュース|

英図書籍売上6.6%増、

一般書売上5.6%増を記録

英国出版社協会の調査によると、� 1991年度の英国出版

社による圏内書籍売上は前年比6.6%増を示し、同期のイ

ンフレ率5.85%を若干上回る実績であった。

英国の深刻で、長期的な景気後退を考えると、この数字

はかなり満足すべきもので書籍販売が他の小売部門に比

べ健闘したことを示している。これまで不振を続けた教

科書市場では新たに導入された全英カリキュラム用の教

科書の購入に教育科学省による1500万ポンドの補助金が

当てられ、書籍売上全体を押し上げた。この補助金によ

り学校教科書部門は18%増の成長を示した。

一般書の売上は、一般消費の伸ぴ� 4%を上回る5.6%増

(インフレ率とほぼ同じ)、学術専門書は、 5.1%増であっ

た。� 

1991年の書籍売上は良好だったものの、英国出版者協

会の� CliveBradley理事長によると芙国出版社の継続的

な不振の要因は変らず、次の� 3点に帰すことが出来ると

野で全国的に営業を展開して来ました。

実用譜を中心にスタートをしてその後枠を拡大して

作曲家の個人全集、叢書、音楽辞典、単行本等を手掛

け現在ではその部門ではそうとうのノウハウを持って

いると自負しており大学設置、資料充実のお手伝いさ

せていただいております。

昨今、情報化時代が急激に進行する中で音楽の分野

は取り残されているのが現状ではないかと思います。� 

OCLC等のデータベースによれば世界中で出版され

た音楽資料は数百万点とのことですが、日本ではその

情報もなかなか把握できないのが現状のようです。

当社では何とか音楽の専門家、愛好家に少しでも多

く、早くその情報の提供を出来るようにしたいと努力

をしています。

している。

(1)英国出版社の売上にとって重要な輸出市場が� 

US$を含む各国通貨高に対し£高となった。� 

(2)英国出版社が金利、書庖からの取引条件の要求、著

者への高額なアドバンスなどのコストアップの影響

を受けている。� 

(3)公共図書館市場が引きつづき不振を続け、特に良質

の新刊フィクションの売上に深刻な影響を与えてい

る。� 

-P.W.4月27日号から抜粋

おしらせ� 

5ページ掲載の「続・私の洋書こぼれ話」は、昭和� 

43年� 9月号� (Vol.2，No. 9)から昭和44年� 1月号� (Vol. 

3，No.l)まで、 5回にわたって連載したものの続きで

す。全文ご希望の方は脚園際書房� Tel.03-3292-4951 

までお申込み下きい。� 
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東衰の壊と機と文明膿化鵠

築地と洋学(4 ) 

日本の近代化にとってオランダ商館の果たした役割は

大きい。商館が唯一の海外交易の窓口であったというば

かりでなく、商館長や商館付慌腕から新しい知識がオラ

ン夕、通詞や蘭学者に伝えられ、それによって日本に西洋

の学術が扶誼されていった。彼ら蕗館長で例えば f日本

誌』によって初めて正しい日本の姿を西洋に紹介したE.

ケンペル、経)11議潟ややJII浮療などに医学を教授すると

ともに吉本の植物をリンネ(スエーデンの博物学者で核

物の分類体系を確立)の体系で分類した r日本植物誌』

の著者c.pトゥンペリー (1775年=安永 4来日)、蘭和

辞書『ズーフ・ハルマ』会編纂した乱ヅーフ商館長、日

本の英学の基を開いたヤン・コック・プロンホフ商館長

などの功緩は際立つていたといえる。しかしここでは、

統に多くの研究や紹介が公刊されているカヘ矢張ワシー

ボルトについて一通り数れてみることにしたい。 

1796王手ドイツの名家に主主まれたシーボルト (Philipp 

Franzvon Siξbold)は、 27裁のオランダ商銀付青年監部

として 1823年(文政 6年)に潜任した。赴任に際しでは

オランダ政府から日本の「騎手首学的調査J (総合的科学的

調夜)を命じられ、幕府の特別の計らいにより着任して

間もなく長崎郊外に医療施設「嶋減数J を開設して、病

人の治療に当たりながら撃生 教育して西洋医学

の普及に尽力した。最新のドイ 身につけた後の

議事畿で幾多の難病が王子癒し を集め、その評判を

て全盛から蘭学者や薦方医カ治誇蒸し門弟になった。

その中には高野長英、伊東玄朴など統に名を成している

俊英が大勢加わっている。 1826年(文政 9)、時の商館長

ストゥルレルの江戸参府に闘行し、江戸滞在の40日

程の関に桂川甫賢、大槻玄沢、最上徳内などの他幕府の

日訪れて西洋の新知識の吸収を臨った

が、同特に彼i主義術の講義や治療・乎衡などの実技を披

した。この雲寺新知識の長授と交換に贈られた資料がや

がて「シーボルト事件」を引き起こす絞染となる。 

1828年(文政11) シーボルトは任期が終り帰極の途に

つしその時折あしく来襲した暴風雨によって彼の乗船

予定の船が座礁し、幕府の目をかすめてまで収集した彼

のコレクシ部ンに禁制品が含まれていることが発覚する。 

シ…ボルトの愛した日本

丸善・本の阻番館鈴木陽二

この「シーボルト に多くの蘭学者が連座し、 50数

名もの処罰者を出す大事件となったが、幕府天文方高橋

作佐衛門(景保)は1.F.クル…仔ンシュテルンの f世界

潤航記』と交換に蝦夷・樺太の地闘を渡したことが罪に

関われ、入卒中に死亡して死体は海ずけにされた後死刑

の判決が下される。幕府奥底郷土主主玄績が散趨薬の処方

会教わるため葵のご紋付き綾子や小被を贈って処欝され

たことは前回に述べたとおりである。またシーボルトに

協力して洋風の手法で写生瞬や風俗図合描いた長崎出身

の絵師川原慶賀も事件に巻怒込まれ、入牢の上「叱り謹」

の処分を受ける。そしてき当のシーボルトは「園祭J(追放)

をゆし渡されて B本を去る。

シーボルトが苦心惨億集めた資料の縁類、数量は驚く

もので、それらはヨーロッパ各所に散哀して全

ることは困難であるという。彼iま環器してか

らその資料を基にして 3大著作を著す。 F日本』は日本を

総合的に記録・記述した日本研究の不朽の名著で、分冊

で1832年より自費出版の形で刊行開始され1858年に完成

する。ペリ…が日本への航海の前 1年稔の間釘こなった

院本研究て?はこの本に負うところが大きかったといわれ

ている α F日本植物誌』は 1835年より 1870年に::tランダ冨

ライデンで刊行されたが、これには持ち

婦った多数の緩物密のうち150習だけし れなかっ

た。昨年秋サンクト・ベテルプノレクのロシア科学アカデ

ミー・コマロフ植物研究所に所蔵されていた981点の犠物

図が発見怒れ、日露共同編纂で近く丸警によって出版き

れる る。『日本動物誌、』は問じくオランダ悶.:f.保

護の下に 1833年から 1835年にかけてライデンで刊行され

た。これも会絵師を収録したものではなかったが、会 5

巻のこの大豪華は畿界における動物学の重要な基礎文獣と

して評備の高いものである。

シーボルトは筏商務通瀦条約締結の年1858年{安政 5) 

に追放が解かれ、菱重王手??等審の思い出の麗J (板沢武雄 

rシーボルト J)臼ヌドを蒋訪する。そして幕府の外交顧問

として重用されたが、僚任があまりにも厚かったことが

災いして内外から嫉まれることになり、それが原因て解

任され滞在延期の希援もかなわず1862年日本を去る。
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〈間腸痛理学総合テキスト〉� 

Gastrointestinal 

Pαthology 


αndIts Clinicαl 

Implicαtions 


By: 

Klaus J.Lewin，Robert H.Riddell， 
&Wilfred M.Wei榔� tein

路湾務病理学の新しい総合テキスト。病理学の爽
践的側面、即't~主検と i郁長標本の病理学、務沫と
病理の紹関、緩別診断、ゑ務管理との関係などに
焦点ぞ合わぞる。本書の� 3入の若者のうち� 2入は
臨床面にf齢、演心を持つ病理学者であり、� 1入は
内視鏡の豊富な経験を持つ胃腸病学者である。現
代将務病理学のあらゆる問題を取ち上げ、腎勝病
に主まし臨床病理学的アプローチ~行なっている。
刷会� 2巻構成で、大撃の顕微鏡写奥、肉娘写真、
滋頴写真、内視鏡写真を� 2，200点以上収録してお
り、うち約� 2，1001点はカラー写真である。参考文
献も充実して走寄与、� 1991年度のものまでそ収めた。� 

2 VQIs.1，395 pp. with fig.払� 1992￥54，80容� 

Co瀧tents(Summary): 
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